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る沈澱 区分をさらにユタノ-ル ･水 (2:1)に可溶





















































































































山崎 徹,幡 克美,樋口隆昌 :S-DHPとC-DHP
の分離,シリンギルリグニンの分離と関連して
















ofp-CoumaricAcid in BambooLignin II.
SynthesesofConiferylpIHydroxylbenzoate




















ペンゾエー ト及びコニフェリル p-クマレー トの脱
水素重合
コこフェリルp-ヒドロキシベンゾェ-ト及びコ












































































































































用いて 4mm 単板に剥いた結果,歩留 りは約 50%
であった｡エポキシ系湿潤接着剤を用いて湿潤単板
から製造された LVLおよびレゾルシノール樹脂接
着剤を用いて乾燥単板から製造された LVLについ
て2×4根太の曲げ性能,せん断性能,割裂性能,
反 り等を調べた結果,平均値において素材より多少
劣るけれど, ばらつきは比較的少なく,造作は勿
請,構造的用途に用いることの可能性が明らかにさ
れた｡ (木質材料部門)
佐々木 光 :間伐材及び林地残廃材の利用-とくに
LVL化について-, 木材工業,33(9),8/12/20
(1978).
間伐材利用の問題点とその方向について,間伐材
の寸法と形質,間伐材の材質,加工技術と採算性,
需要開発の現状とあるべき姿などに分けて論述し,
間伐材 ･林地残廃材の LVL化については,間伐材
固有の性質とLVL化における問題,根曲り材の
LVL化,間伐材および根曲り材による LVLの製
造と性質などについて論述した後,現在手がけてい
る間伐材 ･林地残廃材処理のための動 くLVL工場
(MOVAMII.)システムの開発研究プロジェクトに
ついて紹介した｡ (木質材料部門)
佐々木 光,間瀬和久,井上章一,加藤昭二 :MO-
VAMIL-その意義とシステム概要,木工機械,
No.94(1978).
間伐材のLVL加工のための移動式製造 (MOVA-
MII.)システムを提案するに至った背景となってい
る諸因子について解説し,その開発によって,間伐
材の加工を林業サイドで行 うことの意義を明らかに
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抄した｡さらに,そのシステムが ABC三システムよ
りなることを示し,個々についての装置規模,仕様,
レイアウトなどの詳細を紹介し,最後に,このシス
テムを採用する場合の原価計算を行い各システムお
よびその組合せになるシステムの採算性についても
論及した｡ (木質材料部門)
案 正徳,小松幸平,佐々木光 :半剛接骨組として
の木製棚の構造解析,木材学会誌,23(9),434/439
(1977).
ダボ接合による木製棚の力学的挙動を半剛接合を
もつ平面骨組構造として有限要素法で解析した｡構
造内の半剛接合部の特性を3種類の接合係数で表現
し,その個々の性質を実験的に定めた｡ついで,塞
本的な木製棚構造の対角線圧縮における変形をこれ
らの接合係数を用いて算出し,実験的に求めた値と
比較した結果,両者のよい一致をみた｡
(木質材料部門)
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